
新の資機材

対応が求められている。 を導入するとともに、高機能指令センターの保守・維持管理を

・老朽化した車両の更新整備と大規模災害等に対応できる資器 実施し、消防体制の充実強化を図る。

材の充実が必要である。 ・職員に対する研修受講や資格取得の機会を提供し、高度な専

・就業構造の変化や地域コミュニティの希薄化などを要因とし 門知識の獲得を促すとともに、増隊した救急隊の人員を引き続

て、地域防災力の向上を担う消防団員の確保が困難になってい き確保します。

る。 ・女性も含めた多様な消防団員の確保のため、学校や事業所、

・庁舎内における新型コロナウイルス感染症対策を講じる必要 自主防災会など、様々なルートを通じて入団を働き掛けます。

がある。 ・新型コロナウイルス感染症対策として、自動噴霧消毒液、水

栓自動化など職場環境改善を図る。

消防体制の充実を図るため、必要な消防職員数として139人から168人に条例定数を改正した

。消防整備としては、高規格救急車、消防ポンプ車の更新整備を図った。また、潜水隊員の

Ａ
育成を積極的に行った。消防団員は、年間で1人の入団を得ることができ目標値を達成して

いる。

救急隊増隊に伴い、令和６年度まで毎年３名ずつ増員する。高額な高機能消防通信指令セン

ターの部分更新が完了したことから、予算が減額となる見通しである。

↓

職員定数が改正され、救急隊増隊を図った。救急救命士の育成及び救急車両の更新整備については計画どおり進捗している。

潜水隊員の養成については目標を達成し人員を確保することができているが、引き続き訓練手法、訓練環境の整備を図り安定した出場体制

を構築することが必要である。消防団の充実強化について、新規団員の加入があったものの、任期のある機能別分団員の退団に伴い、定数

を満たしておらず引き続き団員の加入促進を図っていく必要がある。
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作成日 令和 3年 6月17日 作成者名 亀井　亨 評価者名 栃本　由兼

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

03 安心して安全に暮らせるまち 消防本部・消防本部総務課

01 消防・救急 消防本部・警防課
消防本部・予防課

28 消防体制の充実 消防署・消防第１課
消防署・消防第２課

　大規模災害や特殊災害発生等に備えて、消防施設及び資材等を充実するとともに、消防職員、消防団員のスキルアップを

図ることにより市民が安心して生活できるよう、消防体制の充実を図ります。

消防職員研修事業

消防団厚生事業

消防車両の整備事業

大規模災害用対応資器材整備事業

デジタル通信システム整備事業

消防団員に対する教育 消防団員教育への年間受講率
％ 85 80 81.3 86.1 87.8 92.9 94.3

(受講者数÷消防団員実員数 )
消防団員の加入促進 団員定数に対する実員数

％ 90 70 89.5 87.9 91.1 91.9 92.6
(実員数÷定数 )

潜水隊員の養成 潜水隊1隊6名で3隊編成
人 18 15 15 18 21 22 24

(潜水隊員数 )

消防車両、デジタル通信システム等については、計画的な整備更新を実施し、消防体制の維持を図ることができ
た。

・災害の多様化や大規模化、戸田市特有の水害に備え、的確な ・老朽化した消防車両や消防資機材の更新整備、最



亨

本部総務課）

評価者

消防団

名

運営活動事業
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務

16

栃

,116 令和３年度よ

本

り消防
0

23,519

　

団厚生事業、消防団

４

由

Ａ Ａ Ａ Ａ ４ 義01 01

兼

09 01 02 01 01

５

23,519 管理事業

．

、消防団研

団員報酬・

事

費用弁償・退職報 23

務

,519 修事業を統合

事

0

奨金の支給、分団運

業

営交付金 7,201

の検討 【

消防団厚生事業

義
務

4

一

,769
23,519

般

0

９ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ ９ ○ 終

会

01 01 09 01 02

計

01 01 0

消防団員退

】

職報償金、消防団 0 2

（

2,540

員被服、消

単

防団員健康診断、 0

位：千円

消防団管理事業

義
務

1

）

,957
23,519

事

0

９ Ａ Ａ Ａ Ａ ９ 終01

務

01 09 01 02 01

事

01 0

消防団施設、消

業

防機材の維持 0 22,

評
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管理及び消防車
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02 消防委員会費　（消防本部総務課）

消防委員会費

義
務

93
6,476

0

９ Ａ Ａ Ｂ Ｂ ９ 終01 01 09 01 01 02 01 0

　市長の諮問に応じ、消防力 0 6,140

の整備に関する事項、消防施 0

消防事務管理事業

任
意

10,053 令和３年度より消防
0

6,476 事務管理事業に事業

４ Ａ Ａ Ｂ Ａ ４ Ｂ01 01 09 01 01 02 01 6,476 名変更し消防委員会

予算管理シート 6,140 費を統合 0

9,901

03 消防職員厚生事業　（消防本部総務課）

消防職員厚生事業

義
務

14,837
0

15,969

１ Ａ Ａ Ａ Ｂ １ 義01 01 09 01 01 03 01 15,969

消防職員委員会及び衛生委員 15,969 0

会の開催、深夜勤務従事者（ 2,631

04 消防職員人材育成事業

戸

　（消防本部総務課）

田市 施策

消防職員人材育成事

評

業

義
務

4,565 令和

価

３年度より消防
0

8,

シ

236 職員人材育成事

ー

業に

４ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ ４ ○

ト

義01 01 09 01 0

作

1 04 01 8,236

成

事業名を変更し消防

消

日

防学校・大学校におけ

令

る基 8,236 職員人

和

事事業を統合 0

礎的知

 

識・技術の習得（初任

3

3,739

9

年

8 消防委員会費　（消

 

防本部総務課）

6月1

大規

7

模災害用対応資器材整

日

備

任
意

0
0

事業 0

９ ○

作

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ ９ ○ 終98 0

成

1 09 01 01 98 9

者

8 0

令和元年度整備実

名

績　水上バ 0 0

イク一

亀

式、除染シャワーテン

井

0

01 消防団

　

運営活動事業　（消防



亨

消防援助隊としての必

評

要 562 0

資機材の整

価

備を図る。また、 2,

者

077

01 消

名

防活動施設整備維持管

栃

理事業　（警防課）

本　由兼

消防活動施設整備維持

５

管理事

任
意

25,03

．

6
0

業 0

９ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ９

事

終01 01 09 01 0

務

3 01 01 0

法令に基

事

づく車両点検及び消 0

業

0

防水利の設置、更新

の

、修繕等 0

0

検

2 消防車両等整備維持

討

管理事業　（警防課）

【一般会

消防車両等整備維持

計

管理事業

義
務

191,

】

462 令和３年度より

（

消防
0

56,912 車

単

両等整備維持管理

４ ○

位

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ４ ○ 義01 0

：

1 09 01 03 02 0

千

1 22,000 事業に

円

事業名変更し

老朽化し

）

た消防車両を車両更 2

事

2,000 消防維持管

務

理費の一 0

新計画に基

事

づき計画的に更新 4,

業

501 部を統合

評価の
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結

タル通信システム整備

果
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義
務
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★
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業 46,8
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03 消防庁舎・消防団施設管理事業　（消防本部総務課）

消防庁舎・消防団施設管理事

義
務

88,345 令和３年度より消防
0

業 46,100 庁舎・消防防団施設

２ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ２ 義01 01 09 01 03 03 01 46,100 管理事業に事業名変

消防庁舎、消防団詰所に関す 46,100 更 0

る各種業務委託、維持管理、 6,786

xx 消防職員人事事業　（消防本部総務課）

消防職員人事事業

任
意

284
0

0

９ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ９ 終00 01 xx xx xx xx 00 0

意欲的に仕事をする職員を積 0 0

極的に上位職に登用するため 0

xx 消防団研修事業　（消防本部総務課）

消防団研修事業

義
務

0
0

0

９ Ａ Ａ Ｂ Ａ ９ 終00 01 xx xx xx xx 00 0

消防学校及び消防大学校への 0 0

入校、外

戸

来講師を招いた消防 0

田

07 警防業務

市

推進事業　（警防課）

施策評価

警防業務推進事業

義

シ

務

7,093 令和３年

ー

度より警防
0

8,77

ト

9 業務推進事業に事業

作

４ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ４ 義01 0

成

1 09 01 01 07 0

日

1 8,779 名を変更

令

し大規模災

水火災及び

和

地震等の災害時に 8,

 

779 害用対応資器材

3

整備 0

おける消火・救

年

急及び救助の 1,03

 

9 事業と統合

6

08 緊急援助活動推進

月

事業　（警防課）

17日

緊

作

急援助活動推進事業

法

成

定

6,389 令和３年

者

度より緊急
0

562 援

名

助活動推進事業に

１ Ｂ

亀

Ｂ Ｂ Ｂ １ 法01 01 0

井

9 01 01 08 01 5

　

62 事業名を変更

緊急
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性
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施
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度

事業費
4
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費
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予
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額
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消防施設整備事業

法
定

0
0

0

９ － － － － ９ 終90 01 09 01 03 02 90 0

　平成２１年度から新曽第一 0 0

土地区画整理地内の公園予定 0

R2決算額 R3予算額 R4計画額 R4予算額

計（千円） 事業費 505,706 213,436 192,051 129,372

うち一般財源 505,706 210,100 191,715 89,078

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和4年度で終了 ８令和3年度で終了 ９令和2年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 3年 6月17日 作成者名 亀井　


